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M 君 は 語る。 

さくしゅう つや ま 

僕の 友人の 神 原 君 は 作州津 山の 人で ある。 その 祖 

た 力 力け 

先 は 小 早 川 隆景の 家来で、 主人と 共に 朝鮮に も 出征し 

へきて いかん みん リ じょしょう 

て、 かの 碧 蹄 館の 戦いに 明の 李 如 松の 大軍を 撃ち破つ 

た 武功の 家柄で あると 伝えられ ている。 隆 景は筑 前の 

なじま 

名 島に 住んで いて、 世に 名 島 殿と 呼ばれて 尊敬され て 

さんご 

いたが、 彼 は 慶長ニ 年に 世 を 去って、 養子の 金 吾中納 

言秀 秋の 代になる と、 間もなく 慶長五 年の 関ヶ原の 戦 



「来たらし ぃぞご 

二人 は 息 を ころして 窺って いると、 彼らの 隠れ場所 

から 十 間 余り も距れ たと ころに、 一 つの 大きい 黒い 影 

の 現れた のが 水明 かりで ぼんやりと 見えた。 黒い 影 は 

にぶく 動いて 水に はいって 行く らしかった。 つづいて 

水 を 打つ ような 音が 幾た びか 聞え たので、 甚七 は巿五 

郎に ささやいた。 

「水から 出て 来る ので はない。 水に はいるの だ ご 

「どうも 魚 を 捕る らしい ぞ。， - 

「馬が 魚 を 食う かな ご 

「それが 少しお かしい ご 



い 血 を 流して、 上下の 前歯が 五本 ほど も 折れて いた。 

巿 五郎 は 怪物の ために 鼻 や 口 を 強く 打 たれたら しい。 

取りあえず そ こから 近い 農家へ 運び込んで、 水 や 薬の 

応急手当 を 加える と、 巿 五郎 はよう ように 正 気づ いた 

が、 倒れる はずみに 頭 を も 強く 打ったら しく、 容易に 

起き上がる こと は 出来なかった。 

これに は 甚七も ひどく 困った。 城内へ 帰って 正直に 

それ を 報告す る 時 は、 いかにも 自分た ちの 武勇が 足ら 

ないように 思われる ばか リか、 無断で 海馬 探検な どに 

くみがしら 

出かけて 来て この 失態 を 演じた とあって は、 組頭 か 

ら どんなに 叱られる か 判らない。 さりと て 今 さら 仕 K 



る。 

としかさ 

その 途中で 年長の 伊丹 弥次 兵衛が こんな こと を 言い 

出した。 

「組頭 はた だ、 古河 巿 五郎 を 連れ 帰れと いう だけの 指 

図で あつたが、 海馬の 噂 は 我れ われ も 聞いて いる。 そ 

のま まに 捨てて おいて は、 お {豕 の 威光に かかわる 事 だ。 

殊に 甚 七と 巿 五郎が かような 不覚 を はたらい たの を、 

唯 そのままに 致して おいて は、 他国ば かりで なく、 御 

たみ あざけ 

領内の 民 百姓にまで 嘲 り 笑わる る 道理で はない か。 

まず 巿 五郎の 容態 を 見届けた 上で、 次第によ つて は 我 

れ われ も その 馬 狩り を 企てて はどう だな ご 



若いだ けに 我慢し なければ ならなかった。 土間に ころ 

きりかぶ 

がして ある 切株に 腰 を かけて、 彼 は 黙って 表の 闇 を 睨 

んで いると、 おもよ は 湯 を 汲んで 来て くれた。 

「御苦労 さまで ) J ざり ます ご 

「大勢が いろいろ 世話になる なご と、 茂 左 衛門は その 

湯 をのみながら 言った。 それが 口切りと なって、 おも 

よは 海馬の 話 を はじめた。 茂 左 衛門も 心得の ためにい 

ろい ろの こと を 訊いた。 

「ここの 女房 は 飛んだ 災難に 逢って、 気の毒であった 

なご 

「まことに 飛んだ 目に 逢いまして ござります ご と、 お 



を 嫌う 馬 狩りの ために は 仕 合せであった。 しかし 第一 

夜 は 何物 を も 見いだ し 得なかった。 第二 夜 もお なじく 

不成功の うちに 明けた。 第三 夜の 十四日の 夜 も 亥の刻 

(午後 十 時) を 過ぎた 頃に、 第 四 組が 多々 良 川の ほとり 

で 初めて 物の 影 を 認めた。 合図の 呼子 笛の 声、 たいま 

つの 光リ、 それが 一度にみ だれ 合って、 すべての 組々 

も 皆 ここに 龃け 集まった。 神 原 茂 左 衛門は 第五の 組で 

あつたが、 場所が 近かった ために 早く 龃け つけた。 

怪しい 影 は 水の なか を 行く。 それ を 取 逃がして はな 

らな いという ので、 侍 は 岸 を 遠巻きに した。 足軽 組 は 

つるべ 

五十 挺の 鉄砲 を そろえて 釣瓶 撃ちに うちかけた。 それ 



M 君 は 最後に 付け加えた。 

僕 は 多々 良と いう 川 も 知らず、 名 島 付近の 地理に も 

詳しくな いが、 地図に よると 海に 近いと ころで ある。 

現に その 記録に も 妖馬は 海に 近いと ころで 沈んで し 

まった と 書いて あって、 その 当時 も 多々 良 川が 海に つ 

づ いていた こと は 容易に 想像され る。 して 見れば 北 畠 

式部が 説明す るまで もな く、 ここらの 住民 は 海馬が ど 

んな 物で あるか を かねて 知ってい そうな 害で あるのに 

それが 陸に あが つ て 世間 を 騒がした などと いうの は、 

少し 受取りに くいよう にも 思われる が、 ここで はまず 

その 記録 を 信ずる の ほか はない。 かの 妖 馬の 毛なる も 



結局 は 千尋の 底に 沈んだ のであろう。 そうして、 それ 

が 我が国に 唯一 匹し か 残って いなかった その 野獣の 最 

後であった かも 知れない。 コ ナン. ドイルの 小説に も 

それによ く 似た ような 話が あつ て、 ジョ ン . ブリ ュ！ 

ギャップ というと こ ろに 古代の 大 熊が 出た と 書 いて あ 

る。 ドイルの はもち ろん 作り話で あろうが、 これ はと 

も かく も 実録と いう ことで、 その 証拠 品まで 残って い 

るの だから 面白い。 
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